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終
点
ま
で
の
距
離
、「
東
山
線
」
３
・
０
㎞
、「
清

輝
橋
線
」
２
・
１
㎞
。
路
線
の
重
複
部
分
を
差

し
引
く
と
総
延
長
は
４
・
７
㎞
。
岡
山
電
気
軌
道
は
日

本
一
短
い
路
面
電
車
だ
。

出
発
地
点
は
Ｊ
Ｒ
岡
山
駅
の
東
口
。
地
下
街
か
ら

も
つ
な
が
る
起
点
の
「
岡
山
駅
前
」
電
停
は
、
真
っ

す
ぐ
延
び
た
片
側
4
車
線
の
「
桃
太
郎
大
通
り
」
の

中
央
に
あ
る
。

電
車
は
人
気
の
広
告
媒
体

乗
り
込
ん
だ
清
輝
橋
線
の
電
車
は
、
白
地
に
桃
太

郎
や
鬼
の
イ
ラ
ス
ト
が
配
置
さ
れ
た
、
き
び
団
子
で

有
名
な
和
菓
子
屋
さ
ん
の
広
告
電
車
。
車
内
に
響
く

降
車
ボ
タ
ン
の
チ
ー
ン
と
い
う
な
ん
と
も
古
風
な
音

と
、
車
窓
に
連
な
る
ビ
ル
や
交
通
量
の
多
い
通
り
の

対
照
的
な
雰
囲
気
を
観
察
す
る
う
ち
に
、
あ
っ
と
い

う
間
に
終
点
「
清
輝
橋
」
に
到
着
。
こ
こ
ま
で
約
12
分
。

次
は
東
山
線
に
乗
る
た
め
に
、「
柳
川
」
電
停
ま
で

戻
っ
て
乗
り
換
え
る
。
今
度
の
電
車
は
オ
レ
ン
ジ

ベ
ー
ス
に
猫
（
？
）
の
イ
ラ
ス
ト
。
こ
ち
ら
の
路
線

も
証
券
会
社
や
銀
行
な
ど
の
大
き
な
ビ
ル
が
立
ち
並

ぶ
大
通
り
を
走
り
抜
け
、
ま
も
な
く
終
点
「
東
山
」

に
到
着
。
な
る
ほ
ど
確
か
に
、
こ
れ
は
短
い
。

「
東
山
」
か
ら
電
停
を
一
つ
、
二
つ
、
歩
い
て
戻
る

と
、
橋
の
上
を
走
る
水
色
の
広
告
電
車
の
遠
く
後
ろ

に
岡
山
城
の
姿
が
見
え
る
。
や
っ
ぱ
り
こ
こ
は
岡
山

城
に
向
か
お
う
と
電
車
を
待
つ
と
、
や
っ
て
来
た
電

車
は
白
の
ベ
ー
ス
に
子
会
社
・
和
歌
山
電
鐵
で
人
気

の
猫
駅
長
が
踊
る
「
た
ま
電
車
」。
三
毛
猫
カ
ラ
ー
に

埋
め
尽
く
さ
れ
た
車
内
か
ら
外
を
見
れ
ば
、
す
れ

違
っ
た
電
車
は
ピ
ン
ク
一
色
だ
。

岡
山
電
気
軌
道
に
は
、
い
わ
ゆ
る
「
基
本
色
」
の

電
車
は
走
っ
て
い
な
い
。
１
日
に
運
行
し
て
い
る
電

車
は
、
お
よ
そ
17
。
そ
の
う
ち
、
最
新
型
の
超
低
床

路
面
電
車
Ｍ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
と
「
た
ま
電
車
」
を
除
け
ば
、

ほ
か
は
全
て
広
告
電
車
だ
。
も
ち
ろ
ん
鉄
道
フ
ァ
ン

に
人
気
の
３
０
０
０
系
、「
東
武
日
光
軌
道
線
復
元

号
」
や
「
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ｏ
」
も
あ
る
の
だ
が
、
古
い
車
体

は
冷
房
設
備
が
付
け
ら
れ
な
い
た
め
、
現
在
は
夏
季

休
業
中
と
か
。

白
、
青
、
黄
色
、
オ
レ
ン
ジ
、
ピ
ン
ク
…
…
バ
ラ

エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
電
車
が
市
内
を
走
る
。
政
令
指

定
都
市
岡
山
市
の
、
行
政
機
関
と
繁
華
街
が
ぎ
ゅ
っ

と
詰
ま
っ
た
小
さ
な
エ
リ
ア
を
走
る
電
車
は
、
人
気

の
広
告
媒
体
ら
し
い
。

観
光
名
所
は
誘
惑
が
一
杯

「
城
下
」
電
停
で
電
車
を
降
り
る
と
、
岡
山
城
ま
で

は
徒
歩
10
分
。
ど
っ
し
り
と
し
た
石
垣
を
眺
め
つ
つ
、

門
を
く
ぐ
り
階
段
を
上
っ
て
い
く
と
、
黒
い
下
見
板

張
り
の
外
観
か
ら
「
烏
城
」
と
呼
ば
れ
る
岡
山
城
の

天
守
閣
が
現
れ
る
。

天
守
閣
の
上
か
ら
は
市
内
が
見
渡
せ
る
。
電
車
の

背
後
に
お
城
を
見
つ
け
た
、
先
ほ
ど
の
橋
の
辺
り
に

目
を
や
る
が
、
強
い
日
差
し
に
目
が
く
ら
み
、
電
車

の
姿
は
見
え
る
よ
う
な
、
見
え
な
い
よ
う
な
。
ま
ぶ

し
さ
に
目
を
瞬
き
な
が
ら
、
今
度
は
月
見
橋
を
渡
っ

て
、
後
楽
園
へ
。

橋
の
上
か
ら
、
も
う
一
度
、
岡
山
城
を
見
上
げ
る
。

「
岡
山
城
の
天
守
閣
は
ね
、
不
等
辺
五
角
形
の
天
守
台

の
上
に
あ
っ
て
ね
…
…
」。
橋
の
上
で
写
真
を
撮
っ
て

い
た
お
じ
い
さ
ん
が
お
城
の
魅
力
を
嬉
し
そ
う
に
解

「城下」でのすれ違い。手前が「たま電車」「たま電車」の車内は猫模様

岡山電気軌道株式会社
連
　
載文・写真　松澤美穂

す
っ
き
り
と
晴
れ
渡
っ
た
青
空
の
下
、

黒
い
下
見
板
張
り
の
勇
壮
な
外
観
を

浮
き
上
が
ら
せ
る
烏
城
・
岡
山
城
。

そ
の
お
膝
元
を
走
る
４・７
㎞
の

小
さ
な
路
線
に
は
、
色
と
り
ど
り
の

電
車
が
走
る
。

岡山電気軌道
【おかやまでんききどう】

岡山駅前電停を起点に、岡山市の中心部を
走る「東山線」と「清輝橋線」の２路線を
運行。明治 43（1910）年の創業以来「市
内電車」の愛称で親しまれている。総延長
4.7㎞の日本一短い路面電車として有名。
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説
し
て
く
れ
る
。
岡
山
城
か
ら
後
楽
園
に
つ
な
が
る

こ
の
橋
は
絶
好
の
撮
影
ポ
イ
ン
ト
な
の
だ
と
か
。

橋
を
渡
り
き
っ
た
と
こ
ろ
が
、
後
楽
園
の
南
門
。

門
か
ら
続
く
木
立
を
抜
け
る
と
、
目
に
飛
び
込
ん
で

く
る
の
は
一
面
の
緑
。
真
っ
青
な
夏
空
と
青
々
と
し

た
緑
の
芝
生
、
中
央
に
配
さ
れ
た
大
き
な
池
が
キ
ラ

キ
ラ
と
日
の
光
を
反
射
し
て
、
ま
る
で
絵
画
の
よ
う
。

し
か
し
、
遮
る
も
の
の
な
い
広
々
と
し
た
空
間
に

は
日
陰
が
な
い
。
強
い
直
射
日
光
か
ら
逃
れ
る
よ
う

に
、
入
園
客
は
芝
生
の
周
囲
を
取
り
巻
く
木
立
の
中

へ
、
さ
ら
に
は
適
所
に
設
け
ら
れ
た
茶
店
の
中
へ
。

茶
店
に
入
れ
ば
、
お
土
産
物
の
誘
惑
が
一
杯
。
後
楽

園
で
し
か
手
に
入
ら
な
い
と
い
う
物
も
あ
り
、
つ
い

つ
い
手
が
出
る
、
財
布
が
ゆ
る
む
。

南
門
か
ら
ぐ
る
り
と
回
っ
て
外
へ
出
る
。
手
に
は

ず
っ
し
り
お
土
産
袋
。

金
曜
日
は
ビ
ア
ガ
ー
電

お
土
産
を
抱
え
て
「
岡
山
駅
前
」
電
停
に
戻
る
と
、

よ
う
や
く
和
ら
い
で
き
た
日
差
し
の
中
を
、
2
両
編

成
の
車
体
を
滑
ら
か
に
動
か
し
な
が
ら
Ｍ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
が

入
っ
て
く
る
。
ガ
タ
ン
ガ
タ
ン
と
音
を
鳴
ら
し
て
走

る
、
ど
こ
か
懐
か
し
い
趣
の
あ
る
他
の
電
車
と
は
違

う
、
近
代
的
な
雰
囲
気
だ
。

本
日
、
初
め
て
見
つ
け
た
Ｍ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
の
行
き
先
表

示
は
「
ビ
ア
ガ
ー
電
」。
こ
の
時
期
、
Ｍ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
は
運

休
日
で
あ
る
毎
週
金
曜
日
の
夜
、
ビ
ー
ル
３
杯
と
お

つ
ま
み
の
つ
い
た
予
約
制
の
宴
会
電
車
「
ビ
ア
ガ
ー

電
」
に
な
っ
て
い
る
。
４
年
目
を
迎
え
た
今
年
は
知

名
度
も
上
が
り
、
貸
切
り
や
予
約
で
満
席
の
日
も
多

い
ら
し
い
。

「
乗
っ
て
楽
し
い
電
車
」
を
目
指
す
岡
山
電
気
軌
道

で
は
、
乗
客
を
楽
し
ま
せ
る
た
め
に
「
風
鈴
電
車
」

や
「
ク
リ
ス
マ
ス
電
車
」「
コ
ン
サ
ー
ト
電
車
」
な
ど
、

年
間
を
通
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
電
車
を
運
行

し
て
い
る
が
、
２
０
０
２
年
に
お
披
露
目
さ
れ
た
Ｍ

Ｏ
Ｍ
Ｏ
の
場
合
、
テ
ー
ブ
ル
や
向
か
い
合
わ
せ
の
座

席
な
ど
、
当
初
か
ら
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
こ
と
を
前
提

に
車
内
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
と
い
う
か
ら
す
ご
い
。

「
ビ
ア
ガ
ー
電
」
は
9
月
ま
で
、
10
月
か
ら
は
「
ワ

イ
ン
電
車
」
に
衣
替
え
。

宴
会
電
車
は
市
内
を
巡
る

今
夜
の
「
ビ
ア
ガ
ー
電
」
は
一
団
体
の
貸
切
り
。

出
発
時
刻
が
近
づ
い
て
、
次
第
に
集
ま
る
予
約
客
を
、

普
通
電
車
に
は
乗
務
し
て
い
な
い
車
掌
さ
ん
や
、
黒

い
エ
プ
ロ
ン
を
し
た
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
、
運
転
手
さ
ん

が
揃
っ
て
お
出
迎
え
。
乗
務
員
は
管
理
職
や
技
術
課

の
職
員
さ
ん
た
ち
。
特
別
仕
様
の
「
ビ
ア
ガ
ー
電
」

は
、
乗
務
員
も
特
別
仕
様
だ
。

い
つ
も
と
違
う
電
車
の
雰
囲
気
に
周
囲
の
視
線
が

集
ま
る
。
間
違
え
て
乗
り
込
も
う
と
し
た
一
般
の
利

用
者
が
、
乗
務
員
に
止
め
ら
れ
て
不
思
議
そ
う
に
車

内
を
の
ぞ
く
。
集
ま
る
視
線
に
さ
ら
さ
れ
た
乗
客
は
、

恥
ず
か
し
そ
う
に
、
そ
れ
で
も
ど
こ
か
自
慢
げ
に
記

念
撮
影
に
余
念
が
な
い
。

18
時
30
分
、
夕
暮
れ
を
迎
え
つ
つ
あ
る
市
中
心
部

に
向
け
て
、
銀
色
の
車
体
が
静
か
に
動
き
出
す
。
こ

れ
か
ら
約
2
時
間
、「
ビ
ア
ガ
ー
電
」
は
市
内
を
巡

る
。
閉
じ
た
ド
ア
の
向
こ
う
に
乗
客
の
期
待
と
笑
顔

が
弾
ん
で
見
え
る
。

い
い
な
ぁ
。
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
、
楽
し
ん
で
。

待機中の「ビアガー電」。運転手は運輸課の係長さん。色とりどりの電車が走る

電車の後に岡山城が見える二つの 3000系は、向かい合って夏季休業中月見橋から見た岡山城


